
令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

配水および給水費
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 水道施設維持管理事業 事業No. 
事業担当課 水道部　工務課 所属長 村上　健 担当者

①安全で安心できる水道水の安定供給

原水及び浄水費

会計区分 公営

百木　稔

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 水道水を利用する市民

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

水道施設の適正な維持・管理により、安全な水道水を安定的に供給する。

②効率的な水道経営
根拠法令・個別計画等 水道法、水道法施行令、水道法施行規則、丹波市水道事業給水条例、丹波市水道事業給水条例施行規則

事業期間 開始年度 17 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【２】誰もが住みたい定住のまち

施策目標
２‐５【上水道】里山を守り安全な水道水を安定して供給しよう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・水道施設、導水施設の維持管理
・浄水施設の維持管理
・配水施設の維持管理
・配水管・給水管施設の維持管理

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
水道施設の維持管
理

水道施設の維持管
理

水道施設の維持管
理

水道施設の維持管
理

水道施設の維持管
理

令和元年度事業
及び積算内容

市内浄水施設処理装置オーバーホール、水道施設保守点検、水質検査ほか

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 518,000 554,000 591,000 550,000 521,000

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 568,320 594,000 646,024 608,696 578,950

人件費C=B×7,500千円 50,320 40,000 55,024 56,696 55,950

職員従事者数（人・年）Ｂ 6.29 5.00 7.24 7.46 7.46

人件費E=D×2,000千円 0 0 0 2,000 2,000

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.00 1.00 1.00

国・県支出金 0 0 0 0 0
特定財源 0 0 0 0 0

受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 0 0 0 0

一般財源 568,320 594,000 646,024 608,696 578,950
その他特財 0 0 0 0 0

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果
有収水量の１㎥当りの動力
費・薬品費

円 動力費・薬品費／有収水量
23.8 23.8 23.8 23.8 23.8
24.1 20.7 22.1 25.1



令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

改良工事
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 水道施設改良事業 事業No. 
事業担当課 水道部　工務課 所属長 村上　健 担当者

①安全で安心できる水道水の安定供給

会計区分 公営

森津　和之 百木　稔

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 市民、水道水使用者

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

有収率の向上を図り、水道水を有効利用するとともに、安全・安心な水道水の安定供給に努める。

根拠法令・個別計画等 水道法、水道法施行令、水道法施行規則、丹波市水道事業給水条例、丹波市水道事業給水条例施行規則

事業期間 開始年度 20 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【２】誰もが住みたい定住のまち

施策目標
２‐５【上水道】里山を守り安全な水道水を安定して供給しよう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

経年劣化した機器や耐用年数を超過した老朽管を計画的に更新し、断水や濁水の発生等の事故防
止に努める。

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・管路更新
・ポンプ更新
・水位計及び流量
計の更新

・管路更新
・ポンプ更新
・水位計及び流量
計の更新

・管路更新
・ポンプ更新
・水位計及び流量
計の更新

・管路更新
・ポンプ更新
・水位計及び流量
計の更新

・管路更新
・ポンプ更新
・水位計及び流量
計の更新

令和元年度事業
及び積算内容

流量計更新、ポンプ更新、管路更新

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 80,916 139,114 44,771 518,900 999,000

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 88,436 171,114 64,251 568,604 1,048,050

人件費C=B×7,500千円 7,520 32,000 17,480 49,704 49,050

職員従事者数（人・年）Ｂ 0.94 4.00 2.30 6.54 6.54

人件費E=D×2,000千円 0 0 2,000 0 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 1.00 0.00 0.00

国・県支出金 0 0 0 0 0
特定財源 2,608 128,800 17,404 39,000 868,000

受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 0 0 0 450,000

一般財源 85,828 42,314 46,847 529,604 180,050
その他特財 2,608 128,800 17,404 39,000 418,000

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果 有収率 ％ 有収水量（㎥）／配水量（㎥）
83.4 84.0 84.5 81.0 85.0
80.5 77.2 77.0 78.5

6 6 6
7 4 7 10

活動 ポンプ更新台数 台 ポンプ更新台数
7 6

6 6 6
8 8 3 0

活動 水位計・流量計更新箇所 箇所 水位計・流量計更新箇所
8 6

1,240 2,420 6,500
330 659 2,360 2,332

活動 管路更新距離 ｍ 管路更新距離
330 380



令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

拡張事業
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 水道施設拡張事業 事業No. 
事業担当課 水道部　工務課 所属長 村上　健 担当者

①安全で安心できる水道水の安定供給

会計区分 公営

森津　和之

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 市民、水道水使用者

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

平成29年度事業完了

根拠法令・個別計画等 水道法、水道法施行令、水道法施工規則、丹波市水道事業給水条例、丹波市水道事業給水条例施行規則

事業期間 開始年度 20 年度 終了年度 29

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【２】誰もが住みたい定住のまち

施策目標
２‐５【上水道】里山を守り安全な水道水を安定して供給しよう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

平成29年度事業完了

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
・加圧ポンプ場築造
工事
・水源設置工事
・送配水管設置工事
φ150～250、L=4.4㎞
・水管橋3橋
・設計監理1式

・配水池築造工事
・水管橋架設工事
・送配水管設置工事
φ150～250 L=7.2km
・舗装復旧工事
・設計、監理1式

・配水池築造工事
・加圧ポンプ場築造
工事
・浄水場改造工事
・減圧弁設置工事
・設計監理1式

- -

令和元年度事業
及び積算内容

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 1,231,643 1,165,000 320,000 0 0

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 1,282,843 1,227,160 351,920 0 0

人件費C=B×7,500千円 51,200 62,160 31,920 0 0

職員従事者数（人・年）Ｂ 6.40 7.77 4.20 0.00 0.00

人件費E=D×2,000千円 0 0 0 0 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

国・県支出金 71,894 63,363 0 0 0
特定財源 1,206,294 1,142,763 313,600 0 0

受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 567,200 539,700 156,800 0 0

一般財源 76,549 84,397 38,320 0 0
その他特財 567,200 539,700 156,800 0 0

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果
浄水場関連施設整備進捗率（浄水
場3、水源19、配水池4） ％

浄水場3/3箇所、水源19/19
箇所、配水池4/4箇所

96 100 100 - -
96 96 100 - -

100 - -
47 53 60 - -

成果
渓流取水浄水場統合進捗
率（全体15箇所）

％
9箇所（統合箇所数）/15箇所
（全体箇所数）

50 100

100 - -
80 80 80 - -

成果
浄水場系統別統廃合進捗率
（34系統を10系統に統廃合）

％ ８系統/10系統
90 100



令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当
予算

小事業名

営業収益 営業費用
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 水道経営事業 事業No. 

事業担当課 水道部　経営企画課 所属長 荒木敏明 担当者

②効率的な水道経営

営業外収益 営業外費用

会計区分 公営

廣瀬直司、黒﨑友紀
久下幸浩、佐山裕和

須原貞彦
鶴身友也

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 上水道を利用する市民

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

安全で安心な水道水の安定供給や配水区域の変更に伴い、災害に強い水道の構築を図り、運営コスト
の削減に努め、水道事業の持続可能な経営を図る。
また、水道事業の取組を情報発信するなど、広報活動に取組む。

③市民サービスの向上
根拠法令・個別計画等 地方公営企業法、丹波市水道事業給水条例・給水条例施行規則、丹波市水道事業会計規程等

事業期間 開始年度 16 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【２】誰もが住みたい定住のまち

施策目標
２‐５【上水道】里山を守り安全な水道水を安定して供給しよう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

・経常経費の削減
・水道事業の取組み紹介
　　広報戦略による　①広報紙の発行　②水道出前講座　③水道ＰＲイベントの出展　等

各年度の事業概略

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
経営事業（３条予
算）

経営事業（３条予
算）

経営事業（３条予
算）

経営事業（３条予
算）

経営事業（３条予算）

令和元年度事業
及び積算内容

上下水道お客様センター関連業務　1.0式
水道施設運転管理業務　1.0式

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 2,111,102 2,094,000 2,090,200 2,070,200 2,012,500

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 2,233,102 2,216,000 2,229,000 2,209,000 2,142,000

人件費C=B×7,500千円 120,000 120,000 136,800 136,800 127,500

職員従事者数（人・年）Ｂ 15.00 15.00 18.00 18.00 17.00

人件費E=D×2,000千円 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

非常勤職員従事者数（人・年）D 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

国・県支出金 1,000 0 0 0 0
特定財源 2,072,000 2,096,000 2,151,000 2,045,000 1,959,000

受益者負担金（水道料金） 1,517,000 1,491,000 1,532,780 1,517,400 1,508,000
借入金（地方債） 0 0 0 0 0

一般財源（自己資本） 161,102 120,000 78,000 164,000 183,000
その他特財（収益） 554,000 605,000 618,220 527,600 451,000

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果 経常収支比率 ％
（営業収益＋営業外収益）／（営
業費用＋営業外費用）

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
98.7 108.4 102.6 100.0

20.0 5.0 15.0
16.0 25.0 38.0 20.0

活動 広報発行及びHP掲載回数 回 発行・掲載回数
12.0 12.0



令和 元 年度 総合計画実施計画表

①
②
①
②
① ②
① ②

～

事業区分

実施計画区分 該当 予算
小事業

名

総係費（委託料）
新規・継続・臨時区分 継続

１．基本情報
事務事業名 水道料金管理事業 事業No. 

事業担当課 水道部　経営企画課 所属長 荒木敏明 担当者

②効率的な水道経営

会計区分 公営

黒﨑友紀
北野雄太

廣瀬直司
久下幸浩

年度

２．事業の概要

対象（誰を、何を） 上水道を利用する市民

実施目的
ベストな状態（期待される効果）

水道料金の収入により、経営基盤の安定を図り、公平性を確保し安定供給を図る。

根拠法令・個別計画等 地方公営企業法、丹波市水道事業給水条例・給水条例施行規則、丹波市水道事業会計規程等
事業期間 開始年度 20 年度 終了年度 無期

総合計画の位置づけ

まちづくり目標
【２】誰もが住みたい定住のまち

施策目標
２‐５【上水道】里山を守り安全な水道水を安定して供給しよう

施策の展開

事業の概要
（具体的手段・全体計画）

業者委託による民間ノウハウの活用
・上水道給水契約、検針業務、料金徴収業務等

各年度の事業概略

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
料金管理事業 料金管理事業 料金管理事業 料金管理事業 料金管理事業

令和元年度事業
及び積算内容

委託業務　1.0式

コスト（千円） 予算額 予算額 予算額 予算額

直接事業費Ａ 92,913 93,291 92,913 93,291 79,723

予算額

総事業費Ａ＋Ｃ＋E 108,913 109,291 100,513 100,891 87,223

人件費C=B×7,500千円 16,000 16,000 7,600 7,600 7,500

職員従事者数（人・年）Ｂ 2.00 2.00 1.00 1.00 1.00

人件費E=D×2,000千円 0 0 0 0 0

非常勤職員従事者数（人・年）D 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

国・県支出金 0 0 0 0 0
特定財源 45,445 44,291 44,184 44,000 14,100

受益者負担金 0 0 0 0 0
借入金（地方債） 0 0 0 0 0

一般財源（自己資本） 63,468 65,000 56,329 56,891 73,123
その他特財（下水） 45,445 44,291 44,184 44,000 14,100

３．指標等の進捗管理

目
標
達
成
状
況

指標名 単位 説明・算定式
H27目標 H28目標 H29目標 H30目標 Ｒ1目標
H27実績 H28実績 H29実績 H30実績 Ｒ1実績

成果 水道料金収納率 ％
収入額／調定額
（過年・現年度合算）

98.0 98.0 98.0 98.0 98.0
94.6 95.0 95.1 95.5


